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1１．調査の概要

【調査目的】
・現行総合計画の取り組みに対する住民の評価（満足度や重要度）

【調査期間】
・令和2年10月8日（木）～令和2年10月26日（月）

【調査対象者】
・16歳以上の能勢町在住の住民

【調査方法】
・住民基本台帳から無作為抽出による郵送配布･郵送回収

【調査規模】
・能勢町全域で1,800部郵送（現時点で、544部（30％）を集計。引き続き集計中。）

【調査項目】
＜能勢町の取組みについて＞
① 教育・文化
② 保健・医療・福祉
③ 自然環境を活かした産業振興
④ 暮らしの基盤づくり
⑤ 計画の推進
⑥ 理想の外出目的別の交通利用状況

＜その他＞
⑦ 能勢町での暮らしやすさ、居住意向（別途資料に結果を提示）
⑧ 回答者属性
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2２．調査の結果（速報）

調査の結果の見方

現在の満足度 今後の重要度

満足 2点 重要 2点

やや満足 1点 やや重要 1点

どちらといえない 0点 どちらともいえない 0点

やや不満 -1点 あまり重要ではない -1点

不満 -2点 重要ではない -2点

・各取組の回答に対して以下のように点数化し、平均値を算出、散布図を作成
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（１）教育・文化について

・教育・文化の施策については、「ど
ちらともいえない」という回答が多
いことから、「現在の満足度」は中
央に集まり気味であるが、「今後の
重要度」は高い認識が示されている。

・「生涯学習や生涯スポーツ」や「子ども
や若者の成長を支える環境づくり」に
関する施策に対する満足度がやや低
い傾向にある。

満足度は中央に集まりがち
重要度は高い認識

「生涯学習や生涯ス
ポーツ」、「子ども等の
成長を支える環境づく
り」は、満足度がやや
低い傾向

現行計画の取組 現在の満足度 今後の重要度
1 特色ある学校づくりなど、学校教育の充実 0.13 1.03
2 地域人材の学校活動の参画など、開かれた学校づくり 0.09 0.87
3 充実した教育設備や空間づくりなど、　教育環境の充実 0.08 0.95
4 イベント情報提供や適切な施設管理等を通じた、生涯学習・生涯スポーツの推進 -0.11 0.77
5 家庭教育だけでなく、社会全体で子ども・若者の成長を支える環境づくり -0.10 0.99
6 各種活動の支援など、浄瑠璃の里文化の振興 0.17 0.47
7 淨るりシアター自主事業など、芸術文化活動の推進 0.16 0.57



現行計画の取組 現在の満足度 今後の重要度
8 差別や偏見のないまちづくりなど、人権・平和の尊重 0.19 0.94
9 住民の地域活動への参加促進など、ともに助け合い・支え合う地域づくり 0.11 0.92
10 相談窓口の充実など、福祉サービスを提供するための仕組みづくり 0.08 1.09
11 各種健康講座の開設や行政の相談窓口の充実など、健康づくりの支援 0.19 0.92
12 住民健診など、疾病予防の推進 0.43 1.21
13 医療機関の連携や自治体間での連携による、地域医療体制の強化 0.07 1.25
14 障がいのある人もない人もお互いを尊重できる社会をめざした、共生社会の実現 0.11 1.03
15 福祉サービスの充実等による、障がいのある人の自立支援 0.10 1.07
16 介護予防サポーターを活用した地域ぐるみの介護予防活動など、健康づくりと介護予防の支援 0.15 1.06
17 利用者が適宜適切なサービスの提供を受けられるような、介護・福祉サービスの充実 0.11 1.19
18 高齢者の総合相談支援体制の充実など、地域におけるケア体制の充実 0.05 1.15
19 乳幼児健康診査、予防接種、訪問指導など、母子保健の充実 0.24 1.12
20 多様化する就労形態などに対応した保育サービスの充実 0.03 1.09
21 交流の場づくりや相談窓口の充実など、子育て環境の充実 0.09 1.05
22 子ども虐待の防止のために啓発や研修の実施など、子ども権利擁護の推進 0.01 1.12
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（２）保健・医療・福祉について

・保険・医療・福祉の施策については、
「どちらともいえない」という回答
が多いことから、「現在の満足度」
は中央に集まり気味であるが、どち
らかというと、満足度は高い側に評
価されている。

・全体的に「今後の重要度」は高い認識
が示されている。

・「疾病予防の推進」は比較的満足度が
高い傾向にある。

満足度は中央に集
まりがちであるが、
どちらかというと、
満足度は高い側
重要度は高い認識

「疾病予防の推進」は
比較的満足度が高い
傾向



現行計画の取組 現在の満足度 今後の重要度
23 多様な生態系の保全、里山文化の継承など、自然環境との共生 0.06 0.90
24 住民意識の醸成や自然エネルギーの利用促進など、環境保全と循環型社会の形成 -0.09 0.79
25 営農環境の整備へ向けた支援等による、農業経営の振興 -0.16 0.90
26 森林資源の循環利用の促進など、森林の保全と林業育成 -0.19 0.86
27 地域資源を活かした産業創造や起業の支援など、内発型産業の活性化 -0.22 0.92
28 企業誘致による地元雇用の確保 -0.46 1.02
29 観光発信力の強化や地域経済との連携、ボランティアの活用等による、観光の振興 -0.20 0.84
30 経営支援の充実等による商工業の振興 -0.20 0.79
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（３）自然環境を活かした産業振興について

・自然環境を活かした産業振興の施策
については、「どちらともいえな
い」という回答が多いことから、
「現在の満足度」は中央に集まり気味
であるが、どちらかというと、満足
度は低い側に評価されている。

・全体的に「今後の重要度」は高い認識
が示されている。

・「企業誘致に地元雇用の確保」はやや
満足度が低い傾向にある。

満足度は中央に集
まりがちであるが、
どちらかというと、
満足度は低い側
重要度は高い認識

「企業誘致に地元雇用
の確保」はやや満足度
が低い傾向にある。
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（４）暮らしの基盤づくりについて

・暮らしの基盤づくりの施策について
は、「どちらともいえない」という
回答が多いことから、「現在の満足
度」は中央に集まり気味であるが、
「今後の重要度」は高い認識が示され
ている。

・「公共交通の配備等による交通網の充
実」、「計画的な土地利用の推進」、
「生活排水処理の整備」など、どち
らかというと満足度が低い取組が多
い。

満足度は中央に集
まりがちであるが、
重要度は高い認識

「公共交通の配備等に
よる交通網の充実」、
「計画的な土地利用の
推進」、「生活排水処
理の整備」など、どちら
かというと満足度が低
い取組が多い。

現行計画の取組 現在の満足度 今後の重要度
31 消防・防災体制の充実	 0.35 1.38
32 ドクターヘリや医療機関との広域的な連携を強化等による、救急体制の充実 0.45 1.43
33 豊能警察署や防犯協議会など関係機関との連携等による、防犯体制の充実 0.28 1.24
34 幹線道路や橋梁の整備など、道路施設の整備 -0.16 1.23
35 交通ルールや交通マナーの啓発活動などを通じた、交通安全対策の充実 -0.00 0.94
36 公共交通の配備等による交通網の充実	 -0.49 1.14
37 水道事業経営の健全化や水道施設の適切な維持管理や更新 -0.06 1.09
38 公共下水道・農業集落排水の整備等による、生活排水処理の整備 -0.23 1.09
39 集落機能の維持・発展、地域活力の向上に資する計画的な土地利用の推進 -0.27 1.02
40 大気や河川、土壌などの生活環境の保全	 -0.11 1.12
41 AIやIoT等の最先端技術を活用したまちづくり -0.22 0.61
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（５）計画の推進に向けて

・計画の推進の施策については、「ど
ちらともいえない」という回答が多
いことから、「現在の満足度」は中
央に集まり気味であるが、どちらか
というと、満足度は低い側に評価さ
れている。

・全体的に「今後の重要度」は高い認識
が示されている。

・「行政情報の公開及び提供」に関する
取り組みは、どちらかというと満足
度が高い側にある。

「行政情報の公開及び
提供」に関する取り組
みは、どちらかというと
満足度が高い側

満足度は中央に集
まりがちであるが、
どちらかというと、
満足度は低い側
重要度は高い認識

現行計画の取組 現在の満足度 今後の重要度
42 まちづくりへの住民参加 -0.07 0.72
43 施策の効率的・効果的な取組み -0.14 0.80
44 広報誌など住民への行政情報の公開及び提供	 0.18 0.87
45 広域的（近隣市町との連携）取組み -0.16 0.88
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（６）回答者属性

１）性別 ２）年齢

３）職業


